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　皆さんと顔を合わせて話し合い、考え合う住民懇談会。今年度

は「子育て」をテーマに保育園や児童館で開催しました。皆さんは

「子育て」に対して、どのようなお悩み・ご意見・ご提案を持ってい

るのでしょうか。懇談会の内容の一部を抜粋してお知らせします。

藤江児童館うららん（総合子育て支援センター）

●子育ての悩みの多様化

　現在、妊娠から子育て期まで、さまざまな機関が関わって、子育て世代の方たち

に対して、支援を行っています。しかし、核家族化や共働き世代の増加によって、

子育てのあり方も変化しているため、より充実した子育て支援が必要という課題が

あります。

より手厚い子育て支援を！

　本課題の解消を目的に「子育て世代包括支援センター」をたちあげます。「子育て

世代包括支援センター」とは、妊娠から子育て期まで、一貫して切れ目のない子育

て支援を行う、子育ての総合窓口です。子育てに関するさまざまな相談を受け付け、

保健センターなどの子育て関係機関につなぎます。うららん（総合子育て支援セン

ター）の建物内に、平成30年度に開設予定です。

参加者　保健センターとうららんが同一建物にあ

ると良いのではないでしょうか。

町 　保健センターとうららんは、建物も別の

時期につくっていますし、機能もそれぞれ

異なります。

　　　　「子育て世代包括支援センター」は、うら

らんの中に設置します。「子育て世代包括支

援センター」で相談を受けたうえで、支援が

必要な方を保健センターなどの子育て関係

機関につないでいきます。

参加者　うららんはおもちゃなどもとても充実し

ていて、子どもが帰りたがらない時もあり

ます。午後５時までの開館は難しいですか。

町長 　町としては嬉しいご意見ですね。

町 　お子さんがご家族と過ごす時間も大切だ

と考えているため、現在は午後４時で閉館

しています。

参加者　保育園の２人目無料は再開できませんか。

町 　ご負担いただいた保育料は、保育の質の

向上や新規事業に充てていきます。来年度

から、クラスの増設、保育時間の延長、「子

育て世代包括支援センター」などの新規事業

の立ち上げを行う予定です。

参加者　リフレッシュ保育がとりやすい環境を

作っていただきたいです。保育園に電話を

しても、次々に空きがないと言われ大変で

した。

町 　現状では、皆さんに各保育園にお電話し

ていただいているところです。今後は、児

童課に一度連絡をいただければ、空きがあ

るかを確認した上で、ご本人

に連絡をさせていただきたい

と思います。

「子育て」
をテーマに
開催！
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緒川新田保育園森岡児童館

参加者　東浦町の子どもの体力は、全国的にみて

もあまり良くないと聞きました。

教育長　今年、体育が専門の校長先生から、体力

テストの前にコツを教えてもらったところ、

すぐに成績が上がりました。テスト前に傾

向と対策を行うだけでなく、継続して体力

づくりに取り組んでいくことが必要だと考

えています。

町長 　外であまり遊ばなくなってきているため、

基礎体力が足りないということがあります。

今、於大公園の一部でプレーパークを開設

しています。木登りをしたり火を使ったり、

自己責任で何をして遊んでもいい場所です。

小さな頃から外で遊び、何が危ないのか身

につけてほしいと思います。

参加者　子どもが生まれたと同時に引っ越して来

ました。この時は「子育て」について相談で

きる友人がいなくて困りました。

町 　うららんに来ていただいたら、たくさん

お友達ができると思います。育児サロンな

どもありますので、遊びに来てください。

町長 　子育て関係のサークルは町内に多くあり

ます。自分にあうと思ったところで一緒に

活動するのもいいかと思います。子育てサー

クルが一同に会する機会を企画してみたら

面白いのではないかと思いました。

参加者　今回の森岡西保育園の年少児の入園は抽

選となりました。抽選とならないようには

できなかったのでしょうか。当然、希望す

る保育園に入れるものだと思っていました。

町 　東浦町には幼稚園が少ないため、働いて

いない家庭のお子さんも最大限受け入れが

できるようにしています。年少児の定員を

１割増やすなど受入体制を変更しましたが、

結果として年少児の受け入れが抽選となっ

てしまいました。しかし、他園での受け入

れで全ての受け入れができました。

町長 　今、働いているのに保育園に入れないと

いう方が都市部で増え、問題になっていま

す。一方で、東浦町では、働いていない方

のお子さんを、半分近く受け入れています。

子育てをしながら働くことを選ぶ方にも、

家庭で育てることを選ぶ方にも、町として

多様な生き方を選択できるようにすること

は大事なことだと思っています。

参加者　最近はじめて３人乗り自転車の貸し出し

ができなくなるということを知りました。

町 　自転車が古くなり、交換できる新しい部

品がないため、この制度の廃止を考えてい

ます。

参加者　３人乗り自転車は十数万円ほどします。

貸し出しのサポートはありがたかったので

残念です。

町長 　お子さんが大きくなると、３人乗り自転車

は不要になると思います。使わなくなった自

転車がある方と、自転車が欲しい方をつなげ

るような仕組みがあると面白いと思います。

私たちは、皆さんのつながりのシステム作り

を行っていけたらと思っています。


